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平成30年中の不服申立て及び行政事件訴訟の統計について、別紙のとおり、報告します。
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平成30年中の不服申立て受理・処理結果
－

’ ．” ’区分 ’
前年から

の繰越
次年への

繰越
処分内容 処理

免許取消(拒否)処分

3年･5年(一般)免許交付処分

43 38 39 42

49 42 60 31

審査請求

(公安委員会処分）
放置違反金納付命令等 18 46 44 20

その他 3 5 ５ 3

小 計 113 131 148 96

免許停止(保留)処分 14 22 17 19

情報公開 2審査請求

(警察本部長処分）

5 2 5

個人情報 2 5 2 5

二1

小 冒T 18 32 21 29

蕊鼻蕊蕊#灘灘 蕊蕊 1：

注：審査請求のその他(受理)欄の内訳は､基礎点数付加事案2件､拾得物報労金に関する事案､警備業法に基づく営業
停止事案､広聴相談カードの再作成に関する申立事案各1件である。

＜参考＞

1平成30年中の受理件数は163件で､前年比22件の減少であった。
2平成30年中の処理件数は169件で､前年比23件の増加であった｡．

なお､平成30年中の処理件数の内訳は､認容1件､棄却136件､却下12件､取下20件であった。

平成30年中の行政事件訴訟発生・終結結果

終結(判決結果等）

内訳 ｜

係属中

内訳前年から

の係属
区分 発生 取扱総数

小計 小計
勝訴 敗訴 取下 放棄 道交法 その他

（

第一審 5 15 20 5 1 4 0 10 10 0 10
P

ﾄ

I

I 第二審 １ ワ
ム 3 ワ

臼 0 0 0 2 1 0 1

第三審 1 1 2 1 0 0 0 1 1 0 1

…
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＜参考＞‘

平成30年中の発生件数は18件で､前年比7件の増加であった。


